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移乗介助（非装着型）

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、

昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。

そのような課題を解決するため、東京理科大
学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。

そのような課題を解決するため、東京理科大
学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。現在、腰痛防止のために、ロボッ
トやクレーン、昇降作業台等の種々の機器が商
品化されていますが、設置場所に制約を受ける・
移動しにくい・作業前の段取りが面倒など、多く
の課題を抱えているのが現状です。

介護用移乗介助スーツ

キャプション

●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□
□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□

●□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□
●□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□、□□□□□□□□□□□□□□□

機器の主な対象者

機器の特徴

せまい室内でも使用できる

長時間の使用に耐える省エネ設計と
高性能バッテリー

介護者・被介護者のどちらも
快適に使用できる
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腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、そのような課題を解決するため、東京理
科大学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰
に負担がかかる動作・作業時に筋力を補助する
世界的な健康問題の一つになっています。現在、
腰痛防止のために、ロボットやクレーン、昇降作
業台等の種々の機器が商品化されていますが、
設置場所に制約を受ける・移動しにくい・作業前
の段取りが面倒など、多くの課題を抱えている
のが現状です。

機器事業者・
団体名

株式会社○○○○
〒○○○-○○○○○○県○○市○○町○-○○-○
Tel: ○○○-○○○-○○○○
E-mail:○○○○○○@○○○○○○. ○○○. ○○

キャプション

品番 TECH-A01 TECH-A02

寸法（mm）
○○○（全長）×
○○○（幅）×
○○○（高さ）

○○○（全長）×
○○○（幅）×
○○○（高さ）

重量
（kg）

本体 ○○ ○○

含・
バッテリー ○○ ○○

車輪径（mm） ○○ ○○

構造および寸法
（mm）

○○○
（シート幅）

○○○
（シート奥行）

○○○
（アーム幅）

○○○
（シート幅）

○○○
（シート奥行）

○○○
（アーム幅）

調節機能 ○○○○○○○
○○○○○

○○○○○○○
○○○○○

駆動方式 ○○○○○○○
○○○○○

○○○○○○○
○○○○○

制動方式 ○○○○○○○
○○○○

○○○○○○○
○○○○

制御方式 ○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

バッテリー ○○V○○Ah ○○V○○Ah

充電時間 ○○～○○時間 ○○～○○時間

使用者
最大体重（kg） ○○○ ○○○

認証規格 JIS JIS

TAIS コード ○○○○○ - ○○○○○○

商品紹介URL www. ○○○○○○○○○

販売開始：平成○○年○月 予定
販売価格：￥○,○○○, ○○○（税抜）予定

機器の目的

生活環境を損なわず、
自立を促す介護・支援が可能

生活環境を損なわず、
自立を促す介護・支援が可能
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移乗介助（非装着型）

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補

助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、作業時に筋

力を補助する「必要な時に素早く手軽に装着で
きる着用型筋力補助装置：マッスルスーツ®」を
共同開発・製造を行いました。

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。

現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。キャプション

検証の目的

検証の概要

利用者の居室状況を変えずに検証

利用者の居室状況を変えずに検証

「介護用移乗介助スーツ」の検証
仲介者　　NPO 法人○○○○○○○  

チーム番号： T000
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介護用移乗介助スーツ

キャプション

操作手順の覚えやすさを数値化

そのような課題を解決するため、東京理科大
学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。腰痛は、介護、物流、工場労働、
農作業等の幅広い産業において多くの発症が認
められており、世界的な健康問題の一つになっ
ています。現在、腰痛防止のために、ロボットや
クレーン、昇降作業台等の種々の機器が商品化
されていますが、設置場所に制約を受ける・移
動しにくい・作業前の段取りが面倒など、多くの
課題を抱えているのが現状です。

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、腰痛は、介護、物流、
工場労働、農作業等の幅広い多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を腰痛は、介護、物
流、工場労働、農作業等の幅広い共同開発・製
造を行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等

の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・

作業前の段取りが面倒など、腰痛は、介護、物流、
工場労働、農作業等の幅広い多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。腰痛は、介護、物流、工場労働、
農作業等の幅広い産業において多くの発症が認
められており、世界的な健康問題の一つになっ
ています。現在、腰痛防止のために、ロボットや
クレーン、昇降作業台等の種々の機器が商品化
されていますが、設置場所に制約を受ける・移
動しにくい・作業前の段取りが面倒など、多くの
課題を抱えているのが現状です。チーム番号：T000

検証チームの構成

機器事業者・団体

株式会社○○○○

機器の導入施設

■ 特別養護老人ホーム（3施設）
■ 有料老人ホーム（6施設）
■ 介護老人保健施設（2施設）
■ 病院（2施設）

検証の仲介者

●NPO法人○○○○○○○
　〒○○○-○○○○
　○○県○○市○○町○-○○-○
　Tel: ○○○-○○○-○○○○

●有限会社○○○○○
　〒○○○-○○○○
　○○県○○市○○町○-○○-○
　Tel: ○○○-○○○-○○○○

●○○○○株式会社
　〒○○○-○○○○
　○○県○○市○○町○-○○-○
　Tel: ○○○-○○○-○○○○
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移乗介助（非装着型）

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、多くの課題を抱え
ているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。農作業等の幅広い産業において多
くの発症が認められており、世界的な健康問題

の一つになっています。現在、腰痛防止のために、
ロボットやクレーン、昇降作業台等の種々の機
器が商品化されていますが、設置場所に制約を
受ける・移動しにくい・作業前の段取りが面倒な
ど、多くの課題を抱えているのが現状です。腰
痛は、介護、物流、工場労働、農作業等の幅広
い産業において多くの発症が認められており、多
くの課題を抱えているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を介護、物流、工場
労働、農作業等の幅広い産業において多くの発
症が認められており、世界的な健康問題の一つ
になっています。現在、腰痛防止のために、ロボッ
トやクレーン、農作業等の幅広い産業において
多くの課題を抱えているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必

キャプション

キャプション

検証の結果

純音 語音 単語
0％
20％
40％
60％
80％
100％介護者・被介護者のどちらも

快適に使用できる

比  較  検  証

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等の幅広い産業において多くの発症が認められており、
世界的な健康問題の一つになっています。現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、昇降作業
台等の種々の機器が商品化されていますが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・作業前の段
取りが面倒など、多くの課題を抱えているのが現状です。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等の幅広い産業において多くの発症が認められており、

世界的な健康問題の一つになっています。現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、昇降作業
台等の種々の機器が商品化されていますが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・作業前の段
取りが面倒など、多くの課題を抱えているのが現状です。

導入後のシフトを見直す
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介護用移乗介助スーツ

要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を現在、腰痛防止の
ために、ロボットやクレーン、共同開発・製造を
行いました。農作業等の幅広い産業において多
くの発症が認められており、世界的な健康問題
の一つになっています。現在、腰痛防止のために、
ロボットやクレーン、昇降作業台等の種々の機
器が商品化されていますが、東京理科大学工学
部機械工学科小林研究室と共に設置場所に制約
を受ける・移動しにくい・作業前の段取りが面倒
など、多くの課題を抱えているのが現状です。

検証チーム総評

仲介者
NPO法人仲介センター 代表
仲介 太郎

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等
の幅広い産業において多くの発症が認められて
おり、世界的な健康問題の一つになっています。
現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、
昇降作業台等の種々の機器が商品化されていま
すが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・
作業前の段取りが面倒など、腰に負担がかかる
動作・作業時に筋力を補助する東京理科大学工
学部機械工学科小林研究室と共に多くの課題を
抱えているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大

学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負
担がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必
要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補
助装置：マッスルスーツ®」を共同開発・製造を
行いました。

腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等の幅広い産業において多くの発症が認められており、
世界的な健康問題の一つになっています。現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、昇降作
業台等の種々の機器が商品化されていますが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・作業前の
段取りが面倒など、多くの課題を抱えているのが現状です。
そのような課題を解決するため、東京理科大学工学部機械工学科小林研究室と共に、腰に負担

がかかる動作・作業時に筋力を補助する「必要な時に素早く手軽に装着できる着用型筋力補助装置：
マッスルスーツ®」を共同開発・製造を行いました。
腰痛は、介護、物流、工場労働、農作業等の幅広い産業において多くの発症が認められており、

世界的な健康問題の一つになっています。現在、腰痛防止のために、ロボットやクレーン、昇降作
業台等の種々の機器が商品化されていますが、設置場所に制約を受ける・移動しにくい・作業前の
段取りが面倒など、多くの課題を抱えているのが現状です。

キャプション

特別養護老人ホーム○○○○ 
介護士・○○○○

機器導入施設の声

夜間の人員不足を補う
機器に期待
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ロボット介護機器
啓発リーフレット

ロボット介護推進プロジェクト
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開 催 趣 旨  

ロ ボ ッ ト 介 護 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト  

ロボット介護機器導入効果報告会  

開催のご案内  
 

 

 

ロボット介護推進プロジェクト（以下、本プロジェクト）の実施にあたりましては、平素よ

り格別のご尽力賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本プロジェクトにおいて「導入講習」及び「効果測定」等を取り進めていただいてい

るところですが、この度、全国の介護施設等を対象に「ロボット介護機器導入効果報告会」を

開催することといたしました。 

本プロジェクトの導入事例及び効果等について、関係者へ広く結果報告して頂く会を設けま

す。なお、報告いただく機関等は当協会が選考します。是非ご参加いただきますよう、お願い

申し上げます。 

 

１．主 催 者  

公益財団法人テクノエイド協会 

 

２．開 催 情 報 （ 予 定 ）  

開催地域 開催日時 時間 

東京会場 平成２６年１２月１７日（水） 
１３：００：１７：００（予定） 

大阪会場 平成２６年１２月１８日（木） 

 

３ ． 参 加 対 象 者  

・本プロジェクト参加企業、仲介者、施設 

・高齢者施設・居宅介護サービス事業者 

・障害者施設・在宅サービス事業者 

・医療療養又は介護療養の病床を有する病院・診療所   

・サービス付き高齢者向け住宅事業者 

・地域包括センター及び介護実習・普及センター 

・都道府県又は市町村 ご担当者 

・報道機関 等 

 

４ ． 報 告 者  

本プロジェクト参加チーム メーカー・仲介者・介護施設等 

※仲介者はＰＲリーフレット作成者から１者または２者選出します。 

 

資料１１ 
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http://www.techno-aids.or.jp/system/index.shtml 
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